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Mental health of younger generations has recently become a matter of great social concern and the

problems have been also discussed in relation to food life. In this study, we inveitigated the

relationship between rhythm of daily life focusing on food life and mental stability of students in

Hiroshima University by a questionnaire method, including the psychological items of University

Personality Inventory (UPI) and resilience check list. The results were as follows:

1.There were no significant differences in the mean scores of UPI and resilience check list between

male and female students.

2.In the items of daily life, the stress conditions of students l＼,ere highly correlated with mental

stability.

3.A significant relationship was found between menta一 stability and interest in eat】ng, food intake

frequency, snacks, midnight snacks, and preference for sweet taste. Depending on items, there were

significant differences between male and female students.

4.In general, more items of living rhythm including dietarj- life Were significantly, correlated to mental

stability in the case of female students.

1.緒言

現在,食生活を含め物質的には豊かな生活が営まれ

ている。しかし,その一方では,生活のリズムを乱し

心の健康を損なっている人も少なくない。特に青少年

の心の健康の問題は社会的にも関心が高まっており,

一部では食生活との関連も論じられている(大沢

1994, 1998,鈴木1998)c

食は生命維持にとって必要不可欠な要素であり,食

行動が身体諸機能に大きな影響を及ぼすことや,食の

摂り方が個々人の生活習慣病の予防や長寿などにも影

響することは,周知の事実である。他方, 「病は気か

ら」といわれるように精神状態が身体的諸症状に表出

することもまた事実であり,そのことは免疫学の知見

によっても証明されている(神庭1999)従って,

人間の諸活動の根源となる食行動は,当然精神面にも

影響を及ぼすものと考えられる。

これまでにも食生活調査は数多くなされているが,

その多くは厚生省の国民栄養の現状に関する調査など

に代表されるように,栄養摂取の状況を把握する,あ

るいは生活習慣病との関連を見るといった食生活の実

態調査である。一方,精神的側面を推測する心理面の

調査に関しては,不定愁訴などの神経症を抽出し,秤

経症を紐分類することを目的とするものが多い(平山

ら1994)e

近年,心の健康の問題が注目されるのに伴い,疲労

感などの身体的愁訴を含めた,精神的健康度と生活習

慣との相関についての検討が行われるようになってき

た。例えば, Breslowは身体的健康度と生活習慣の

関係を実証的研究により明らかにしており, 7つの望

ましい生活習慣を提唱している(森谷ら1990)c　そ

れによれば,例えば,睡眠時問,朝食摂取,運動習慣,

喫煙などの生活習慣が抑うつ症状などの精神的健康度

と関連があること(森谷ら1990,大森と佐藤1998,

藤井ら1998,高倉ら1996),摂食障害に見られる食
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行動異常者の生活習慣は乱れていること(久松ら

1998),食生活と身体的健康度の指標である疲労感の

間には相関があること(松田ら1997)などの報告が

なされている。これらの調査結果は,食行動と生活習

慣,生活習慣と精神的健康度との関連を示唆するもの

である。しかしながら,食行動全般に焦点を当てた生

活習慣と精神的健康度の関連性については,検討が不

十分であり,個々の生活習慣が多元的に精神的健康度

にどのように関わっているのかについての検討はなさ

れていない。ところで,何らかのダメージを受けた場

合に,それを克服していく力はレジリエンス(Resil・

lence,精神的回復力)と呼ばれている(Major,etal.

1998, Glaser, et al. 1998, Freitas and Downey 1998,

Masten, et al. 1999, Rutter 1999)c　このレジリエンス

は,神経症抽出とは逆の意味での精神的回復度を測定

する指標であり,今後注目されるべき概念と考えられ

る。しかし,日本ではまだ信頼できる測定尺度が作成

されておらず,その促進的要因について,生活習慣の

観点から検討した研究は存在しない。

そこで本研究では,大学生を対象に,従来行われた

食生活の実態調査に心理的健康に関する調査項目を加

え,食生活を中心とした生活のリズムとレジリエンス

を含めた精神的安定度の関係について解析を試みるこ

ととした。

2.調査および分析方法

( 1)被調査者

広島大学の教育学部および生物生産学部,理学部の

3年次生を主対象とし, 1999年7月に男子学生109名,

女子学生122名,合計231名にアンケート調査を実施し

たO調査項目に欠損値のあるデータはすべて削除し,

集計および解析に用いたのは男性101名,女性115名,

計216名であった。なお,必要に応じて同年1月に行っ

た文学部,法学部,経済学部,総合科学部の3年次生

に実施した欠損値を除く男性50名,女性61名,合計111

名のデータも同一項目については合わせて分析を行っ

た。なお,被調査者の平均年齢は男性20.7歳,女性

20.7歳であった。

(2)調査内容

調査内容は,睡眠,現在の健康状態,気分転換やレ

クリエーション,運動の心がけなど日常の生活状況に

関する項目,食欲や食事の回数,食品の摂取頻度など

食生活に関する項目, UPI (University Personality

Inventory)およびレジリエンスなど精神的安定度に

関する項目であった。なお, UPIは大学生の神経症

を抽出するために全国の大学の保健管理センターなど

で一般的に用いられている尺度であるO

(3)評価方法

生活状況項目の健康状態,熟睡度,現在のストレス

の程度,気分転換や運動の心がけについては, 1非

常に悪い-[5]非常に良いを両極とする5段階で評価

させた。就寝時問はその時問を記述させ,午前0時を

0,それ以前を-1 (午後11時), -2 (午後10時),

それ以後を1 (午前1時), 2 (午前2時) ～に換算し

た。便通については1.ほぼ毎日, [2.J2-3日に1

回, [3.]4-5日に1回, [4.]1週間に1回の4段階

で,相談できる友人の存在,将来の目標の固定につい

ては[1.]はい, [2.]いいえ, [3.]どちらでもないの3

段階で,喫煙およびダイエットの経験については1.]

最中である, [2.]したことがない, [3.]以前したこと

があるの3段階で評価させた。

食生活項目では食欲,食べることへの興味および偏

食について, [1]全くない-[5]非常にあるおよび甘,

堤,醍,苦味,香辛料などの味の好みについては[1]

非常に嫌い.5]非常に好きを両極とする5段階で評

価させた。朝食,昼食,夕食,間食,夜食の摂取頻度

については1.]必ず食べる, [2.]食べないときがある,

[3.]ほとんど食べない, U.]食べないの4段階で,

那,肉類などの各食品の摂取頻度については, [1.]ほ

ぼ毎日, [2.1過に3-4回, [3.]週に1-2回, [4.]

ほとんど食べないの4段階で評価させた。

精神的安定度の項目であるUPIは,全部で60項目

あるが,該当項目のみにチェックをさせ,チェック項

目1つにつき, 1点に換算した。この調査項目を総合

得点UPim (T:Total全60項目),抑うつ性尺度

UPKD) (D:Depression28項目: 4, 6, 8, 9, 10,

12, 13, 14, 15, 16, 21, 22, 23, 24, 25, 26, 28,

29, 30, 36, 39, 42, 43, 44, 48, 51, 54, 59) ,末

熱性尺度UPK王) (I: Immature 13項目: 12, 13, 14,

15, 21, 22, 28, 29, 30, 36, 39, 42, 51),分裂気質

性尺度UPI(S)(S: Schizothymia 7項目: 10, 40, 53,

55, 56, 57, 58)とに分けた(畑中と谷垣1984)

レジリエンスは, Hiew (1999)によって一部修正さ

れた尺度を使用した。この尺度は「私には私のことを

親身になって考えてくれる人がいる」, 「私は他人に対

して親切な方である」など15項目から成っており,各

項目に対して, [1]完全に当てはまらないを1-　5!

完全に当てはまるを5として,合計点を算出した。こ

の合計点数が高いほど精神的回復力が強いことを意味

している。
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(4)分析方法

調査の集計および解析には,統計用ソフト

STATISTICAを使用し,日常生活状況および食生活

に関する各項目を独立変数にUPI,レジリエンスの

精神的安定度に関する項目を従属変数にして,一元配

置の分散分析を試みたO平均の多重比較にはチュ-キー

のHSD検定(Tukey'sHSDtest)を行った(森ら

1990)c　また,数値化できる項目については相関係数

を求めるとともに,総合的解析には正準相関分析を行っ

た(繁桝ら1999)。正準相関分析では,有意差の認

められた数値化可能な変数だけを選択し,説明変数群

を食生活項目,基準変数群を日常生活項目およびUPI

の各尺度,レジリエンスとして両者の構造係数および

冗長性係数,正準相関係数を求めた。

3.調査結果

(1)大学生の精神的安定度

今回調査に用いた精神的安定度の項目として, UPI

CD, D), (I), (S)およびレジリエンスの合計点の平均値

を表1に示す　UPIに関しては,合計点が高い方が

表1大学生の精神的安定度の平均得点

男性(標準偏差)女性(標準偏差)全体(標準偏差)

UPKT)　11.55(8.91) 12.06(9.00) ll.82(8.95)

UPKD)　　6.55(5.60)　6.76(5.66)　6.66(5.63)

UPI(I)　　4.16(3.34)　3.97(3.35)　4.07(3.34)

UPKS)　　0.82(1.19)　0.75(1.17)　0.78(1.18)

レジリエンス　50.90(7.04) 52.36(6.43)　51.69(6.74)

精神的安定度が不良となるが,いずれの尺度の合計の

平均値にも男女差は認められなかった。各項目別にみ

ると,男性は女性に比較し「不眠がちである」, 「こだ

わりやすい」などの項目をチェックした割合が多く,

一方女性では「考えがまとまらない」 「首筋や肩がこ

る」などをチェックする学生が多かった。正保ら

(1998)の新入生を対象にした1500名程度のUPKT)

の平均値は例年10点前後という報告があり,本調査結

果もそれにほぼ一致していた。

レジリエンスは高得点ほど良好であるが,男子学生

に比較し,女子学生の方が平均約1.5点高かった。分

散分析の結果,男女間に有意差は認められなかったが,

女性の方がレジリエンスは高い傾向があると考えられ

る。本調査以外でも女性の合計点が高い傾向にあった。

(2)現在の生活状況と精神的安定度の関係

全対象に共通であった現在の健康状態と精神的安定

度の関係について分散分析を行った結果を表2に示す。

なお,評価値1の反応者が4名と少なかったことか

ら評価値2の反応者に含めることにした。評価値1,

2の反応者はUPIの(T), (D), (I)が有意に高得点であっ

た。一方,評価値5の反応者は評価値1, 2の反応者

に比してUPIのチェック項目が10項目程度少なく,

レジリエンスの合計点も高く,健康状態が良好なもの

ほど精神的安定度は高いといえるであろう。また,相

関係数も同表に示すが, UPIの各尺度とは有意な負

の相関,レジリエンスとは正の相関があった。

同様に熟睡度,現在のストレスの程度,気分転換や

運動の心がけなどと精神的安定度との相関係数を男女

別に求めた結果を表3に示す　UPIの各尺度と相関

が高かったのは,現在のストレスの状況であり,

UPIが精神的安定度に関する尺度であることを考え

れば,これは当然の結果といえる。一方,女性ではス

トレス度とレジリエンスについても比較的高い相関が

認められたが,男性では有意な相関は認められなかっ

た。また,レジリエンスは男女ともに気分転換やレク

リエーションの心がけの程度との相関が高かった。熟

睡度については男女差がみられ,男性の場合は熟睡の

程度と精神的安定度の問に有意な相関が認められなかっ

たが,女性の場合は, UPIに関しては熟睡できない

者ほどUPIのいずれの尺度の得点も高くなることを

示す有意な負の相関が認められた。さらに睡眠時間に

表2　現在の健康状態と精神的安定度との関係

UPI(T)　　　UPI(D)　　　UPI(I)　　　UPI(S)　　レジリエンス

評価値　　　　N

1, 2

(悪い)

3

(Hid)

4

(良好)

5

(非常に)

79　　16.75(10.27)　9.57(6.18)　5.51(3.59)　1.13(1.41)　51.28(6.42)

152　　11.03C 8.34)　6.28(5.36)　3.97(3.22)　0.73(1.ll)　50.30(6.73)

69　　10.06( 7.49)　5.67(4.92)　3.54(3.08)　0.62(1.02)　53.67(6.37)

27　　　6.44( 4.67)　2.85(2.85)　1.85(1.99)　0.48(1.09)　55.63(6.28)

チュ-キーのHSD検定　　1,2〉3-5軸　　1.2〉3-5`片　　1,2〉3-5*　　　　　　　　　　)1,2-3*

相関係数　　　　　　　　　-.314挿　　　　-.314一　　　一.283♯　　　　-.161一　　　.198鞘

有意確率　*p<.05,♯p<-01,鞘p<.001
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表3　日常の生活状況と精神的安定度の関係(相関係数)

男　　　　　　　性　　　　　　(N)　　　　　　女　　　　　　　性　　　　　　(N)

UPI(T) UPI(D) UPI(I)　UPI(S)レジリエンス　　　　UPI(T) UPI(D) UPI(I)　UPI(S) vジリエンス

熟睡度　-.120　　-.136　　-.119　　-.067　.054　(101) -.313鞘　-.323"*　-.224輪　-.191*　.122　(115)

睡眠時間　-.108　　-.154　　-.125　　-.031　.158　(151) -.171*　-.164*　-.140　　-.059　.102　(176)

就寝時間　-.006　　-.054　.030　　-.026　.017　(151) .251輔　.241事件.227群　.125　　-.139　(176)

健康状態　-.280叫　-.303*輪　-.304鞘◆　-.044　.233♯　(151) -.345輔　-.325♯*　-.270-◆　-.25群輪　.160*　(176)

ストレス　.437軸　.415韓　.377叫　.106　　-.180　(101) .571*輪　.604榊　.571軸　.383権　-.391*" (115)
皮

気分転換　-.037　　-.134　　-.133　.014　.308♯ (101) -.192*　-.265♯　-.266♯　-.047　.487*** (115)
の心がけ

運動の　　-.174　　-.216*　一.187　　-.150　.256" (101) -.207*　-.231*　-.242"　-.146　.227*　(115)
NEHW

有意確率　*p<.05,**p<.01,榊p<.001

表4　日常の生活状況別・性別の平均精神的安定度

UPI(T)　　　　　UPI(D)　　　　　UPI(I)　　　　　UPI(S)　　　　レジリエンス

男性　　　　女性　男性　　　　女性　男性　　　　女性　男性　　　　女性　男性　　　　女性

便通　　「ほぼ毎日」　　　11.09　　　　　　　6.13　　　　　　　3.82　　　　　　　0.67　　　　　　52.47

13.40　　　　　　　　7.85　　　　　　　　4.72　　　　　　　　1.01　　　49.79　　　　52.40

それ以外　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　49.72

相談でき「はい」　　　　　　10.85　　　　　　　5.86　　　　　　　3.61　　　　　　.69　　　　　　52.73

る相手の「いいえ」　　　　16.63　　　　　　10.00　　　　　　　5.77　　　　　　1.19　　　　　　47.21

存在　　「どちらでもない」　　17.27　　　　　　10.44　　　　　　.87　　　　　　1.57　　　　　　46.56

将来の　「はい」　　　　　　　　　　　　　　　　5.8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　53.46

日標　　「いいえ」　　　　　　　　　　　　　　　　8.40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　48.52

回定　　「どちらでもない」　　　　　　　　　　　　6.73　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50.51

ダイエツ「ない」　　10.2711.0711.87　5.75　6.33　6.91 3.42　3.86　4.30　0.62　0.96　0.77

トの経験「最中」　　　22.2917.6613.04 12.7110.23　7.76　8.00　6.48　4.96　2.00 1.34　0.6

「ある」　　14.0913.1712.25　7.27　6.78　6.28　4.09　3.88　3.67 1.63 1.29　0.95

*「2-3日に1回」, 「4-5日に1回」および「1週間に1回」

ついても女性はその時問が短くなるほどUPKT)およ

び(I)は高得点になる傾向にあった。就寝時問も男性

は有意な相関が認められなかったが,女性については

就寝時間が遅い者ほどUPKT),(D),(I)尺度の得点が高

いという有意な相関が認められた。従って,女性の場

合は睡民も精神的安定度に関与する要因の一つといえ

るであろう。

また,その他の日常生活状況と精神的安定度の関係

について分散分析を行い,主効果または交互作用が有

意(p<.05)であった項目の精神的安定度の平均値の

みを表4に示した。なお,主効果が有意であった場合

は重みをかけない平均値,交互作用が有意であった場

合にはすべての平均値を示している。

便通では「ほぼ毎日」の反応者とそれ以外の反応者

として2 (性) ×2 (反応)の分散分析を行ったが,

精神的定度項目のいずれを従属変数とした場合も反応

の主効果が有意であり, UPIの4つの従属変数に関

しては「ほぼ毎日」の反応者の平均値が低く,レジリ

を含む

エンスに関しては「ほぼ毎日」の反応者の平均値が高

かった。相談できる相手の存在では「はい」反応者は

「いいえ」と「どちらでもない」の反応者よりも

UPIの得点が低く, I/ジリエンスの得点が高かった。

将来の目標がある程度決まっていますかという質問に

関しては, 「いいえ」の反応者は他の反応者よりも

UPIC功の得点が高く, 「はい」の反応者は他の反応者

よりもレジリエンスの得点が高かった。ダイエットの

経験がありますかという質問に対しては, 「最中であ

る」の反応者は他の反応者よりも4つのUPI得点が

いずれも高かった。またこの傾向は特に男性において

顕著であった。

(3)食生活と精神的安定度の関係

食欲,食べることへの興味および偏食とUPIの4

項目およびレジリエンスとの相関係数を求めた結果を

表5に示す。全般的に相関係数は高くはないが,男性

は食べることへの興味が高いほどレジリエンスが有意

-318-



に高得点傾向にあった。一方,女性はそういった食に

対する意識とレジリエンスには相関関係が認められず,

食べることへの興味が低いほど,また偏食があるほど

UPIは得点が高くなるといった有意な相関が認めら

れた。食生活に対する意識なども精神的安定度に関与

しているといえ,男女差もみられるようである。そこ

で,さらに詳しく食生活と精神的安定度の関係につい

て解析を試みることにした。

朝食,昼食,夕食,間食は評価値1, 2の反応者と

2, 3の反応者,夜食は評価値1, 2, 3の反応者と

4の反応者に分け, 2 (性) ×2 (反応)の分散分析

を行った(図表省略)。朝,昼,夕の摂取頻度につい

ては男女ともに有意差は認められなかった。しかしな

がら,夕食の主食(ご飯,パン類,麺類,その他)を

ご飯とそれ以外に分け同様に分散分析を行ったところ,

UPIのいずれの従属変数の問にも反応の主効果が有

意であった(例えば, UPKT) (得点) :ご飯の反応者

(ll.3),それ以外の反応者(16.0), p<.05)c一方,

間食,夜食についてはtPIのいずれの従属変数におい

ても反応の主効果が認められ,間食については評価値

1, 2の反応者が高得点であり, (UPIC¶ (得点) :

1, 2の反応者(13.4), 3, 4の反応者(10.3),

P<.01),夜食については「食べない」と答えた4の

反応者が低得点であった(UPKT) (得点) : l, 2,

3の反応者(13.1), 4の反応者(9.4), p<.01)c

各食品群の摂取頻度については評価値1, 2を高頻

皮,評価値3, 4を低頻度として, UPIおよびレジ

リエンス尺度との2 (頻度) ×2 (性)の分散分析を

行うとともに,それらの相関係数を求めた。表6は主

効果または交互作用が有意(p<.05)であった食品群

について,精神的安定度の平均値を示したものである。

なお,主効果が有意であった場合は重みをかけない平

均値,交互作用が有意であった場合にはすべての平均

値を示している。

表5　食に対する意識と精神的安定度との関係

男　　　　　性(N-101)　　　　　　　　　女　　　　　性(N-115)

UPI(T) UPI(D) UPI(I) UPI(S)レジリエンス　UPI(T) UPI(D) UPI(I) UPI(S)レジリエンス

食欲　　.000　-.056　　-.074　.054　.151　-.140　　-.143　　-.085　　-.029　.114

食べること　.105　.042　.034　.110　.239*　-.16㌢　-.174*　-.099　　-.096　.105

への興味

偏食　　.023　.089　.168　　-.129　　-.142　　.212*　.220*　.231*　.166　　-.093

有意確率　*p<.05,軸p<.01

表6　番食品の摂取頻度別・性別の平均精神的安定度*

UPI(T)　　　　　UPI(D)　　　　　UPI I)　　　　　UPI(S)　　　　レジリエンス

男性　　　女性　男性　　　女性　男性　　　女性　男性　　　女性　男性　　　女性

抗WIS

肉　　類

0.73　　　　0.77

低頻度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1.63　　　　0.70

魚介類

高頻度

低sum

51.10　　　　52.88

牛乳・高頻度　　　12.09　　11.31 4.14　　　　　3.89　0.87　　　　　0.63

乳製品低頻度　　　10.23　　　14.40　　　　　　　　　　　3.57　　　　5.00　0.70　　　1.12

高頻度

豆　　類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50.79　　　52.4

低'蝣m

聖f^　ォ

高頻度　　　11.26　　11.43　6.29　　　　6.38　3.83　　　　3.93　　　　0.75　　　　　　51.94

倍頻度　　　13.82　　　23.8　　8.53　　　13.i　5.12　　　　8.33　　　1.39　　　　　　　48.18
高頻度

海藻類

53.39

低頻度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　51.15

高頻度

キ　ノコtn

53.40

51.16　　　　53.37

低頻度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　51.13

*主効果が有意な場合は重みをかけない平均値,交互作用が有意な場合はすべての平均値を示す。
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肉類ではUPI(S)尺度で交互作用が有意であり,男

性で低頻度群が他の群よりも値が高かった。魚介類,

豆類ではレジリエンスの尺度で性の主効果が有意であ

り,女性の方が男性よりも値が高かった。牛乳・乳製

品ではUPKT), (I), (S)の各尺度で交互作用が有意であ

り,いずれも女性で低頻度群の値が高かった。野菜類

ではUPKT), (D), (I)の各尺度で交互作用が有意であり,

いずれも女性で低頻度群の値が高かった　UPKS)と

レジリエンスの尺度では頻度の主効果が有意であり,

UPKS)では低頻度群,レジリエンスでは高頻度群の

方が値が高かった。海藻類ではレジリエンス尺度で頻

度の主効果が有意であり,高頻度群の方が低頻度群よ

りも値が高かった。キノコ類では頻度と性の主効果が

有意であり,高頻度群の方が低頻度群よりも,女性が

男性よりも値が高かった。

また,男女別に相関係数を求めたところ,有意な相

関関係が認められたのは,男性では肉類とUPI(S)

(相関係数:∴232, pく.01),野菜類とレジリエンス

(.174, p<.05),女性は野菜類とUPI(T,D, I) (-.306,

-.293, -.291, p<.001) , UPI(S) (-.204, P<.01),

キノコ類とレジ1)エンス(.258, p<.01),牛乳・乳

製品とレジリエンス(.172, p<.05)であった。

味の好みについてはUPIの各尺度およびレジl)エ

ンスとの相関係数を求めた(図表省略)。男性では甘

いものの好みとUPIの各尺度との関係を見た場合,

甘いものが好きな者ほど得点が高いという有意な正の

相関があった(相関係数　UPI(T):.333, p<.001, (D,I):

.305,.303, pく01, (S):.253, p<.05)。一方,女性におい

ては逆相関の傾向にあり, UPKT)においては有意な

負の相関が見られた(相関係数-.198, p<.05)c　また,

男女ともに酸っぱいものを好みとレジリエンスとの間

には正の相関があった(相関係数.270, pく001)。

(4)精神的安定度に影響する要因についての総合的解析

これまで,各項目別に精神的安定度に影響する要因

について分析してきたが,日常生活の状況と同様に食

生活も多少なりとも関係していることが明らかになっ

た。そこで,これらの変数が総合的にどのような関係

になっていて,食生活の変数で生活状況,精神的安定

度の関連性をどの程度説明できるかについて正準相関

分析により解析を試みた。その結果を表7に示す。

男性の場合,第1正準変数として肉類および海藻類

の摂取頻度とUPKS),第2変数として牛乳・乳製品

および食べる興味と便通や就寝時間との関連がみられ

た。第3変数として海藻類や野菜類の摂取頻度,食べ

る興味と運動の心がけ,レジリエンス,熟睡度に対応

があった。キノコ類の摂取や偏食と気分転換の心がけ,

ストレス度,就寝時間,健康状態といった生活状況に

関する項目が第4変数として抽出された。第5変数に

間食,夜食の習慣や野菜類の摂取とUPIの各尺度に

開運が見られた。

女性の場合には,第1正準変数として野菜類,夜食

習慣と就寝時問, UPIの各尺度,健康状態,運動の

心がけ,レジリエンスなど精神的安定度に関する項目

を含め,多くの基準変数群が抽出された。食べる興味,

甘いものの好み,肉類の摂取と気分転換の心がけや睡

眠時間との関連が第2変数として抽出された。第3変

数に偏食やキノコ類の摂取と就寝時間や熟睡度,第4

変数に肉類やキノコ類の摂取頻度および甘いものの好

みとストレス度,気分転換の心がけとの対応が見られ

た。第5変数に野菜類の摂取と便通,運動の心がけと

の対応が見られた。

4.考察

生活習慣の中でも,熟睡度,就寝時問,喫煙,朝食

摂取,間食習慣,運動習慣などは精神的健康度との関

連が指摘されている項目であるが(森谷ら1990,久

松ら1998,大森ら1998,藤井ら1998),本調査

結果においては,男女ともに喫煙習慣,朝食摂取と精

神的安定度との関連に有意差を検出することはできな

かった(図表省略)。喫煙習慣については女性で喫煙

中と答えたものは8名とわずかであったことから有意

差を検出できなかったものと考えられる。しかし,女

性の場合, UPKT)の平均得点が17.5点と高得点であ

り,喫煙経験もある程度の関連はありそうである。高

倉ら(1996)は高校生を対象に同様な検討を行ってい

るが,彼らも女性の場合に喫煙との関連を指摘し,間

食習慣との相関はないと報告している。生活状況との

関連性には,被験者の相違などが考えられる。いずれ

にしても日常生活状況と精神的安定度の関係は,先行

研究の結果をほぼ支持するものであったが,女性の方

が相関係数は高めであり,より関連性が弓釦)と考えら

れる。

また,生活習慣の他に相談できる相手の存在が,

UPI,レジリエンスの双方に関連しており,目標を持

つことも精神的支えとして有効であったo精神的安定

度との関連で男性が女性よりも有意な相関があったの

はダイエットの経験の項目であるが,ダイエットの経

験は女性の方が圧倒的に多い。男女ともにダイエット

の経験と甘いものの好みについては相関があり,食欲

の制限と関連があると考えられる。女性の場合はダイ

エット自体が一般化しており,摂食障害に陥るような

極端な場合を除けば,やせたいという目標が逆に精神
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的支えになって精神的安定度にあまり影響しなかった

のではないかと推察される。

食生活において,偏食や食品の摂取頻度などと精神

的安定度の相関が見られた項目も女性に多かった。ま

た, UPKT)の相関係数のみしか本論文では示してい

ないが,甘さの好みとUPIとの相関において男女間

の差が大きかった。食べ物の食べ方などにおいては,

男女の生理的な差が影響している可能性がある。根ヶ

山ら(1996)ち,女子学生は「栄養」, 「安全性」を考

慮する食習慣が強いが,自覚的健康障害が男性以上に

高い得点を得ており,簡便性に特徴づけられる男性の

食行動が必ずしも健康障害の傾向とは結びついていな

いと報告している。調査全般を通した正準相関分析に

よる総合的解析においても,女性の方が第一正準変数

の対応にUPI尺度およびレジリエンスが抽出されて

おり,食生活と生活習慣および精神的安定度との関連

は高いと考えられる。女性が男性に比較し,身体的愁

訴や抑うつ性レベルが高く,女性の方が精神的健康度

に対する自己基準が低いとする報告もあるが(高倉ら

1996,大森と佐藤1998),本調査結果の精神的安定

度の平均値に男女差は認められていない。また,精神

的安定度の関連が,有意差の見られたようなこれらの

表7　食生活と日常生活および精神的安定度との正準相関分析

(a)説明変数群の構造係数

説明変数Ⅹ　　　　　　　　　　　　　　　構　　　造　　　係　　　数
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説明変数群のみで説明できるはずはなく,それは女性

についても冗長性係数がそれほど高くないところから

も理解できる。また,得られた結果は,個々の変数と

の相関であるので,複数の変数間の相関までは言及で

きない。従って,数値化できなかった変数も含め,様々

な変数が複雑に絡み合って精神的安定度との関連を示

すものと考えられる。

本調査は,講義に出席し,アンケート調査に回答で

きる精神的に何ら問題はないと考えられる学生を対象

に行っている。従って,実際に精神的不調を訴えて,

専門機関に来訪するような学生の生活のリズムと精神

的安定度の低い学生との比較は必要であろう。

5.総括

広島大学の学部3年生を主対象に,食生活を中心と

した生活のリズムと精神的安定度の関連について検討

を試みた。得られた結果は以下の通りである。

1) UPI,レジリエンスのいずれの尺度についてもそ

の平均得点に男女差は認められなかった。

2)日常生活項目の中で,男女ともに現在のストレス

の状態と精神的安定度の相関が高かった。また,男

女差が比較的大きかったのは,男性はダイエットの

経験,女性は睡眠に関する項目であった。

3)食生活においても日常生活と同様に精神的安定度

との関連が認められた。女性は各食品の摂取頻度と

もかなり関連性を有し,特に野菜の摂取頻度との相

関が高かった。甘さの好みとUPIの相関は男女間

の差が大きかった。

4)食生活項目を説明変数とした場合,精神的安定度

との関連性が強く示されたのは男女ともに,野菜類

の摂取頻度と夜食習慣であった。

5)自己評価に基づいているが,全般的に食生活を含

めた生活のリズムと精神的安定度の関連が認められ

る項目は女性に多かった。
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